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古
ム
寸

|梨
義孝
2版
罰本

Z考
ね
て

lま

じ

め

稿
者
は
か
つ
て
本
誌
第
十
八
輯
(
昭
日
・

3
)
に
「
『
古
今
和
歌
集
』

版
本
諸
版
一
覧
」
と
題
し
て
、
近
世
板
行
(
一
部
明
治
を
含
む
)
の
古
今

集
版
本
の
一
覧
を
掲
げ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
以
後
こ
の
問
題
に
関
し
て
特

に
調
査
を
行
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
折
に
ふ
れ
気
づ
い
た
こ
と
も
あ

り
、
補
訂
の
要
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
着
手
し
て
み
る
と
前

稿
に
煩
雑
な
補
訂
を
加
え
ざ
る
を
え
ず
、
ま
た
前
回
の
調
査
手
控
え
が
一

部
見
当
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
改
稿
を
臨
時
賭
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
た

ま
た
ま
「
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
(
平
日
刊
、
以
下
「
辞
典
」

と
称

す
る
)
の
「
古
今
和
歌
集
の
版
本
」
の
項
目
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
を
機
会
に
制
限
字
数
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
が
、
出
来
得
る
限
り
現
時

-EE
E

，F 

上

新

郎

点
の
見
解
を
盛
り
込
む
よ
う
努
め
た
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
結
論
の
み
記

し
て
い
る
の
で
、
記
述
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
な
根
拠
を
示
す
必
要
を
感

じ
る
に
至
っ
た
。

ま
た
、
前
稿
で
は
版
種
の
弁
別
に
悪
戦
苦
闘
し
、
本
文
を
調
査
す
る
余

裕
が
な
か
っ
た
。
「
考
」
と
せ
ず
、
「
一
覧
」
と
し
た
所
以
で
あ
る
。
今
回

も
調
査
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
述
べ
て

今
後
の
更
な
る
検
討
を
侠
ち
た
い
。

な
お
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
五
十
点
近
い
古
今
集
の
版
本
コ
レ
ク
シ
ヨ

ン
が
収
蔵
さ
れ
た
(
『
和
古
書
目
録

増
加
6
」
平
8
刊
に
初
め
て
登
載
)
。

前
稿
に
見
え
な
い
も
の
数
点
を
含
む
が
、
何
れ
も
以
下
の
補
訂
に
含
ま
れ

る
も
の
で
あ
る
。
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以
下
に
版
種
の
一
覧
を
掲
げ
る
。
「
辞
典
』
の
版
種
番
号
と
呼
称
を
一
不

し
、
そ
の
下
に
前
稿
の
番
号
を
掲
げ
対
照
す
る
。
今
回
は
『
辞
典
』
に
倣

い
単
行
以
外
の
も
の
も
掲
げ
る
一
方
、
明
治
十
八
年
刊
本
は
除
い
た
。

ω承
応
三
年
(
一
六
五
四
)
以
前
刊
本

山
万
治
三
年
(
一
六
六

O
)
刊
本

ω寛
文
一
二
年
(
一
六
六
三
)
五
月
刊
本

凶
寛
文
コ
一
年
(
一
六
六
三
)
十
月
刊
本

間
寛
文
十
三
年
(
一
六
七
三
)
刊
本

同
延
宝
二
年
(
一
六
七
四
)
刊
本

間
延
宝
七
年
(
一
六
七
九
)
刊
本

側
延
宝
九
年
(
一
六
八
二
刊
本

間
天
和
一
二
年
(
一
六
八
三
)
刊
本

側
元
禄
コ
一
年
(
一
六
九

O
)
刊
本

側
享
保
二
年
(
一
七
一
七
)
蹴
刊
本

回
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)
以
前
刊
本

ω安
永
八
年
(
一
七
七
九
)
刊
本

同
安
永
九
年
(
一
七
八

O
)
刊
大
本

2 9 3 4 5 6 / 7 / 8 10 11 12 

同
安
永
九
年
(
一
七
八

O
)
刊
特
小
本

同
寛
政
二
年
(
一
七
九

O
)
以
前
刊
本

同
寛
政
十
年
(
一
七
九
八
)
刊
本

(19) (18) 
文文
化化
九八
年年

人人

干IJ 干IJ
本本

側
文
政
元
年
(
一
八
一
八
)
刊
本

制
文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
三
月
刊
本

凶
文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
十
二
月
刊
本

同
文
政
九
年
二
八
二
六
)
刊
本

剛
丈
政
十
三
年
(
一
八
三

O
)
刊
本

同
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
刊
本

同
安
政
三
年
(
一
八
五
六
)
刊
本

同
伝
嵯
峨
本

凶
〔
江
戸
前
期
〕
刊
本
A

側
〔
江
戸
前
期
〕
刊
本
B

同
真
淵
・
官
一
長
校
訂
本

川
正
保
四
年
(
一
六
四
七
)
刊
二
十
一
代
集
本

同
小
本
二
十
一
代
集
刊
本

同
嘉
永
六
年
(
一
八
五
三
)
刊
=
一
代
集
本

13 14 15 16 17 18 19 20 21 
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側
元
禄
十
二
信
(
一
六
九
九
)
刊
耐
軒
伊
勢
物
語
本

/ 

各
版
本
の
詳
細
は
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

次
に
前
稿
の
補
一
訂
を
順
次
行
う
。

川
承
応
三
年
以
前
刊
本

承
応
三
年
後
印
本
の
他
に
延
宝
四
年
後
印
本
が
存
在
す
る
。

家
蔵

刊
延
宝
四
年
印

河
内
屋
理
兵
衛

大
二
冊

吉小

濃
標
色
艶
出
表
紙
中
央
題
築
「
棚
古
今
和
寄
集
上
(
下
)
」
(
「
欄
」
を
丸
で

囲
む
)
。
刊
記
、
終
了
ウ
左
下
、
子
持
枠
木
記
中
に
「
延
宝
四
丙
辰
歳
仲
夏

吉
日
/
夷
川
通
寺
町
西
入
町
/
河
内
屋
理
兵
衛

板
行
」
。
刊
記
は
枠
ご

と
全
て
新
刻
す
る
。
本
書
は
匡
郭
、
柱
刻
を
有
す
る
後
印
本
。

な
お
、
前
稿
で
延
宝
六
年
修
印
本
に
つ
い
て
、
以
前
の
木
記
の
枠
を
利

用
し
て
い
る
よ
う
に
記
述
し
た
の
は
誤
り
で
、
延
宝
四
年
、
延
宝
六
年
と

そ
の
都
度
削
去
新
刻
さ
れ
て
い
る
。

〔
備
考
〕

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
(
サ
二
l
六
二
)
あ
り
。

ω万
治
三
年
刊
本

『
辞
典
」
に
お
い
て
訂
正
し
た
よ
う
に
、
前
稿
で
頭
注
に
つ
い
て

「大

部
分
「
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
」

「大

の
要
約
」
と
し
た
の
は
誤
り
で
、

部
分
『
古
聞
」

の
要
約
」
と
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
本
書
の
注
は
書
籍
目

録
類
に
「
西
道
智
作
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
西
道
智
の
取
捨
と
補
訂
が
な
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
独
自
の
要
素
も
あ
る
が
、
殆
ん
ど
は
『
古
聞
」

と
一
致
す
る
。

試
み
に
巻
一
、

5

「
梅
か
え
に
き
ゐ
る
鷲
」
歌
の
注
を
見
る
と
次
の
よ

つ
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ゐ
る
は
梅
に
な
れ
た
る
さ
ま
な
り
春
か
け
て
と
は
冬
と
春
と
か
け

て
也
此
寄
は
隔
句
に
み
る
へ
し
梅
か
え
に
鷲
は
鳴
と
も
い
ま
た
春
か

あ
い

け
て
雪
は
ふ
り
つ
、
と
い
へ
り
梅
雪
鷲
の
み
つ
を
愛
し
た
る
心
そ

「
古
聞
」
「
両
度
聞
書
」
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

古
聞き

ゐ
る
鷲
と
は
梅
に
な
れ
た
る
さ
ま
也
、
春
か
け
て
と
は
春
に
な
り

て
也
、
両
方
か
け
た
る
事
を
か
け
て
と
よ
め
る
寄
も
あ
り
、
此
寄
は

隔
句
に
み
る
へ
し
、
梅
か
え
に
鷲
な
け
と
も
、
い
ま
た
春
か
け
て
雪

ヒ
y
キ
ヤ
ウ

は
ふ
り
つ
、
と
い
へ
る
心
也
、
畢
寛
は
、
梅
雪
鴛
の
三
を
い
つ
れ

ア
イ

も
愛
し
た
る
心
あ
り
(
本
誌
第
二
十
二
輯
〈
昭
臼
・

3
〉
所
収
翻
印

に
よ
る
、
合
点
省
略
)

両
度
聞
書

き
ゐ
る
は
な
る
、
儀
也
春
か
け
て
は
春
に
な
り
て
也
心
は
う
く
ひ
す
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け

う

あ

い

と
雪
と
を
興
し
愛
す
る
な
り
(
寛
永
十
五
年
版
本
に
よ
る
)

本
書
の
頭
注
と
『
古
関
」

の
一
致
は
多
少
の
濃
淡
は
あ
っ
て
も
全
巻
同

文
的
に
一
致
し
て
お
り
、
「
古
関
」
が
基
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
え
な

、ν

同
寛
文
三
年
五
月
刊
本

前
稿
で

9
享
保
十
四
年
刊
本
(
絵
入
)
と
し
た
も
の
は
寛
文
三
年
の
刊

記
を
有
す
る
初
印
本
の
存
在
が
知
ら
れ
、
初
印
本
に
は
挿
絵
が
な
か
っ
た

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

家
蔵

寛
文
三
年
刊

孫
兵
衛

半
合
一
冊

茶
色
艶
出
改
装
表
紙
左
肩
書
題
築
「
古
今
和
歌
集
」
。

四
周
単
辺

六
・
四
×

-
O糎
)
、
十
行
。
句
読
点
濁
点
等
な
し
。
版
心
「
古
今

上
」
「
古
今
」
、
下
部
に
「

O
(
丁
付
)
」
。
刊
記
、
墨
減
歌
末
の
ウ
ラ
丁
、

真
名
序
の
前
に
「
寛
文
三
年
寅
五
月
上
旬
/
孫
兵
衛
板
行
(
印
文
不
明
朱

丸
印〔備

考
〕

本
書
は
半
紙
本
で
あ
り
、
同
版
の
享
保
十
四
年
の
刊
記
を
有

す
る
後
修
本
が
中
本
で
あ
る
の
と
大
き
さ
を
異
に
す
る
が
、
そ
れ
は
本
書

が
余
白
を
大
き
く
と
る
た
め
で
あ
る
。
後
者
は
前
者
に
挿
絵
の
丁
を
加
え
、

本
文
の
匡
郭
を
削
去
し
た
修
印
本
で
あ
る
。
な
お
、
後
者
の
刊
記
中
、
前

稿
で
「
湯
生
日
」
と
し
た
部
分
は
「
陽
生
日
」
と
す
べ
き
か
。

同
寛
文
十
三
一
年
刊
本

前
稿
で
正
徳
四
年
後
印
と
し
た
本
に
補
刻
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

寛
文
十
三
年
の
刊
記
を
有
す
る
本
は
、
巻
十
九
、
問
「
思
ひ
け
ん
」
歌
の

第
五
句
が
「
な
か
り
け
り
ゃ
」
と
あ
っ
て
末
尾
の
「
は
」
が
脱
落
し
て
い

る
(
本
版
の
覆
刻
附
延
宝
九
年
刊
本
も
同
じ
)
。

と
こ
ろ
が
、
正
徳
四
年
の
刊
記
を
持
つ
本
に
は
「
は
」
が
刻
さ
れ
て
い

る
。
誤
り
に
気
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
辞
典
」
で
指
摘
し
た
が
、
本
版
を
重
刻
し
た
と
刊
記
に
あ
る

制
文
化
八
年
刊
本
(
前
稿
国
)
は
、
実
際
は
八
代
集
抄
本
に
よ
っ
て
本
文

を
立
て
て
い
る
。

山
間
延
宝
二
年
刊
本

前
稿
に
掲
出
し
た
本
の
刊
記
よ
り
「
延
宝
弐
僻
年
」
の
部
分
を
削
り
、

「
孟
春
吉
田
/
岡
剛
困
」
の
み
残
し
た
後
印
本
が
あ
る
(
家
蔵
、
他

に
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
二
本
〈
サ
二
l
六
回
、
六
五
〉
あ
り
)
。

間
延
宝
七
年
刊
本

本
版
に
元
禄
十
六
年
の
刊
記
を
有
す
る
絵
入
り
の
後
印
本
と
、
無
刊
記

絵
な
し
の
修
印
本
を
加
え
る
。

家
蔵



〔
延
宝
七
年
〕
刊
元
禄
十
六
年
印

大
坂

村
田
彦
右
衛
門

大
二
冊

濃
標
色
艶
出
表
紙
中
央
丹
色
書
題
築
「
古
今
和
歌
集

記
、
終
了
ウ
真
名
序
末
「
元
禄
十
六
京
大
未
年
仲
冬
吉
日
一
/
難
波
橋
筋
淡
路

町
/
村
田
彦
右
衛
門
側
」
。
挿
絵
を
有
す
る
。

上

下

刊

家
蔵

〔
延
宝
七
年
〕
刊
後
修

半

冊

桜
色
雲
母
引
改
装
表
紙
左
肩
打
付
書
「
古
今
和
歌
集

全
」
。
料
紙
、

薄
葉
紙
。
刊
記
な
し
。
挿
絵
な
く
、
挿
絵
ウ
ラ
に
当
る
仮
名
序
冒
頭
半
丁

を
覆
刻
す
る
修
印
本
。
版
面
の
磨
滅
は
元
禄
十
六
年
後
印
本
と
ほ
ぼ
同
じ
。

前
稿
掲
出
の
諸
本
と
併
せ
て
本
版
は
挿
絵
入
り
の
後
印
本
と
挿
絵
な
し
の

後
修
本
と
が
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

附
延
宝
九
年
刊
本
(
絵
入
)

本
版
は
新
た
に
見
出
し
た
も
の
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
寛
文
十
三

年
刊
本
の
杜
撰
か
つ
乱
暴
な
覆
刻
で
あ
る
。

慶
麿
義
塾
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵

(
J
L
二
A
i
九
八
六
)

延
宝
九
年
刊

小
二
冊

濃
標
色
改
装
表
紙
、
外
題
な
し
。
無
辺
無
界
、
両
序
九
行
、
本
文
十
一

行
。
印
面
高
さ
、
約
二
二
・
六
糎
。
句
読
点
濁
点
等
な
し
。
真
名
序
に
返

点
送
仮
名
を
付
す
。
本
文
に
定
家
本
の
有
す
る
勘
物
あ
り
。
柱
刻
「
今
上

(
下
、
序
)

(
丁
付
)
」
。
貞
応
本
の
奥
書
あ
り
。
刊
記
、
終
了
ウ

「
延
宝

九
辛
酉
季
/
秋
七
月
上
溝
日
」
。
そ
の
左
に
書
津
名
削
去
跡
と
覚
し
き
も

の
あ
り
。
ま
た
刊
記
の
字
体
が
本
文
と
不
つ
り
あ
い
で
、
入
木
か
と
疑
わ

れ
る
。

〔
備
考
〕

同
寛
文
十
三
年
刊
本
の
覆
刻
。
但
、
匡
郭
は
な
く
、

以
下
の

よ
う
に
挿
絵
が
あ
る
。
挿
絵
は
、
上
冊
、
五
ウ
、
又
五
オ
、
二
十
一
オ
、

三
十
三
オ
、
五
十
五
オ
、
下
冊
、
十
二
オ
、
二
十
五
オ
、
三
十
三
オ
、
四

十
八
オ
、
五
十
七
オ
の
十
図
。
仮
名
序
中
途
で
一
丁
加
え
、
見
開
き
の
挿

絵
と
し
た
最
初
の
二
図
以
外
は
本
書
の
元
版
で
あ
る
同
寛
文
十
三
年
刊
本

が
古
今
集
の
各
巻
巻
頭
を
ウ
ラ
丁
よ
り
始
め
る
た
め
、
時
と
し
て
そ
の
オ

モ
テ
が
白
紙
と
な
る
の
を
利
用
し
て
挿
絵
を
入
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

巻
一
巻
末
は
オ
モ
テ
丁
に
三
行
存
す
る
の
を
削
除
、
巻
三
巻
末
は
オ
モ
テ

了
二
行
を
前
丁
末
に
小
字
で
く
り
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
挿
絵
と
し
て
い
る
。

な
お
、
絵
の
構
図
は
他
の
古
今
集
の
も
の
と
は
異
な
る
。

ま
た
、
同
寛
文
十
三
年
刊
本
の
項
で
指
摘
し
た
補
刻
に
関
し
て
、
本
書

は
、
巻
十
九
、
問
第
五
句
の
補
刻
以
前
の
も
の
に
よ
っ
て
覆
刻
し
て
い
る
。

側
元
禄
三
年
刊
本
(
絵
入
)

本
版
も
新
た
に
見
出
し
た
絵
入
本
で
あ
る
。
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家
蔵

冗
禄
三
年
刊

天
王
講
会
書
津

半
二
冊

茶
色
艶
出
表
紙
左
肩
題
築
剥
落
。
四
周
単
辺
(
一
九
・
四
×
一
四
・

O

糎
)
、
仮
名
序
十
二
行
、
本
文
十
四
行
、
真
名
序
十
三
行
。
句
読
点
濁
点

等
な
し
。
柱
刻
「
古
今
巻
上
(
下
)

(
丁
付
)
」
。

挿
絵
は
上
冊
巻
頭
一
ウ
、
二
オ
ウ
の
み
(
現
状
は
上
冊
一
オ
は
白
紙
で

あ
る
が
、
本
来
は
見
返
し
に
貼
込
む
べ
き
も
の
か
)
。
三
オ
に
「
古
今
和

歌
集
起
井
撰
者
四
人
伝
」
が
あ
り
、
一
二
ウ
よ
り
仮
名
序
と
な
る
。
刊
記
、

下
冊
裏
見
返
し
に
真
名
序
に
続
い
て
「
元
禄
三
庚
午
仲
春
吉
日
/
天
王
講

会
書
躍
梓
行
」
。

〔
備
考
〕

本
書
に
は
同
一
丁
裁
の
新
古
今
集
が
存
す
る
。

家
蔵

新
古
今
和
歌
集
二
十
巻

冗
禄
二
年
刊

天
王
講
会
書
庫

半
合
二
冊

淡
茶
色
表
紙
(
近
時
改
装
)
左
肩
打
付
書
、
単
郭
中
に
「
新
古
今
和
歌

集

上
(
下
)
」
。
四
周
単
辺
ご
八
・
一
×
二
二
・
八
糎
)
、
仮
名
序
十

一
一
行
、
本
文
十
四
行
、
真
名
序
十
三
行
。
句
読
点
濁
点
等
な
し
。
柱
刻

「
新
古
今
巻
一

(
ー
四
)

(
丁
付
)
」
。
新
古
今
集
を
五
巻
ず
つ
に
区
切

る
四
冊
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
挿
絵
は
上
冊
一
オ
、
下
冊
巻
頭
見
返

し
の
二
図
。
上
冊
挿
絵
に
続
い
て
一
ウ
、
二
オ
に
「
新
古
今
和
歌
集
撰
者

五
人
之
系
図
」
が
あ
り
、
二
ウ
よ
り
仮
名
序
と
な
る
。
刊
記
、
終
了
ウ
、

真
名
序
に
続
い
て
「
元
禄
二
己
己
中
夏
吉
日
/
天
王
講
会
書
騨
梓
行
」
。

同
安
永
八
年
刊
本

前
稿
に
「
武
南
服
」
を
「
武
林
南
軍
」
と
し
た
の
は
芳
賀
矢
一
氏
編

「
日
本
人
名
辞
典
」
(
大
3
刊
)
の
記
述
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
武
村

南
窓
が
正
し
く
、
書
埠
武
村
新
兵
衛
(
四
代
吉
幹
、
寛
政
七
年
五
月
十
三

日
没
)
の
こ
と
で
あ
る
(
井
上
和
雄
氏
『
崎
親
書
買
集
覧
』
大
5
刊
。
『
国

書
人
名
辞
典
」
に
も
記
載
あ
り
)
。

ま
た
、
前
稿
の
刊
記
中
「
二
条
通
柳
馬
場
東
入
町
」
「
二
条
通
新
町
東

入
町
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
「
二
条
通
柳
馬
場
東
へ
入
町
」
「
二
条
通

新
町
東
へ
入
町
」
の
誤
り
。

同
安
永
九
年
刊
大
本
(
蚊
田
蒼
生
校
本
)

次
の
二
種
の
後
印
本
を
確
認
し
た
。

家
蔵

〔
安
永
九
年
〕
刊
(
後
印
)

尾
張

永
楽
屋
東
四
郎
等

大
二
冊

上
(
下
)
」
。
刊
記
、

安
永
九
年
の
も
の
は
な
く
、
巻
末
子
持
枠
中
に
「
尾
陽
東
軍
宮
製
本
署
日

浅
標
色
布
目
表
紙
左
肩
朱
色
題
簸
「
古
今
和
歌
集

録
」
と
永
楽
屋
東
四
郎
の
販
売
書
目
が
五
丁
半
あ
り
、
裏
見
返
し
の
書
目



に
続
き
界
線
を
隔
て
て
「
東
都
/
書
物
問
屋
/
尾
州
名
古
屋
本
町
通
七
丁

目

永
楽
屋
東
四
郎
/
江
戸
日
本
橋
通
本
銀
町
二
丁
目

出

庖

同

/
濃
州
大
垣
本
町

出

庖」。

同

〔
備
考
〕

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
(
サ
二

l
七
回
)
あ
り
。

家
蔵

〔
安
永
九
年
〕
刊
(
明
治
印
)

大
阪

岡
田
茂
兵
衛

大
二
冊

浅
標
色
布
目
表
紙
左
肩
紅
色
題
築
「
古
今
和
歌
集

上
(
下
)
」
。
見
返
、

紅
色
紙
子
持
枠
中
を
縦
界
線
で
三
分
し
、
「
蒼
先
生
校
正
/
古
今
和
歌
集

岡
田
群
玉
堂
版
」
。
刊
記
、
安
永
九
年
の
も
の
な
く
、
裏

表
紙
見
返
子
持
枠
内
を
縦
界
線
で
二
分
し
、
「
醐
一
昔
日
籍
売
捌
処
」
「
群
玉

/
大
阪
書
埠

堂
河
内
屋
/
大
阪
心
斎
橋
博
労
町
角
/
岡
田
茂
兵
衛
」
。

同
文
化
八
年
刊
本

左
の
後
印
本
を
確
認
し
た
。

家
蔵

〔
文
化
八
年
〕
刊
天
保
四
年
印

須
磨
勘
兵
衛

冊

古小

浅
標
色
布
目
表
紙
題
簸
剥
落
。
刊
記
、
下
冊
裏
見
返
単
郭
中
を
縦
界
線

で
二
分
し
、
「
弘
簡
堂
蔵
版
」
「
天
保
美
巳
二
月
求
板
/
皇
都
書
林
/
富
小

路
通
三
条
上
ル
町
/
須
磨
勘
兵
衛
版
」
。

〔
備
考
〕

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
(
サ
二

i
七
六
)
は
さ
ら
に
後
印
で
、

右
の
刊
記
の
中
「
天
保
美
巳
二
月
求
板
」
の
一
行
と
、
刊
記
の
枠
の
左
側

に
あ
る
版
心
状
の
枠
と
を
削
去
す
る
。

同
文
化
九
年
刊
本

前
稿
発
表
後
、
本
模
刻
本
の
原
本
で
あ
る
契
沖
真
蹟
本
が
出
現
し
、
鶴

見
大
学
の
収
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
池
田
利
夫
氏
の
解
説
を
付
し
、
鶴

見
大
学
よ
り
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
た

(
昭
臼
刊
)
。

詳
細
は
池
田
氏
の
解

説
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
模
刻
本
は
真
名
序
を
省
略
し
、
仮
名
遣
を
定
家

仮
名
遣
か
ら
契
沖
仮
名
遣
に
改
め
、
黒

妄
補
す
る
な
ど
改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
が
芯
)
。

な
お
、
前
稿
の
蓮
阿
に
つ
い
て
の
記
述
は
「
国
μ
孟
台
伝
記
集
成
」
に
よ
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
川
島
(
革
島
)
蓮
阿
と
混
同
し
て
い
る

(
『
図
書
人

名
辞
典
」
も
同
様
)
。
こ
の
蓮
阿
は
川
島
蓮
阿
と
は
別
人
。
林
茂
樹
、
聴

雨
庵
等
と
号
し
、
京
阪
に
活
動
し
、
天
保
九
年
九
月
二
十
五
日
江
戸
に
寂

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
森
繁
夫
氏
「
蓮
阿
の
こ
と
ど
も
」
(
「
人
物
百
談
」

昭
国
刊
所
収
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

後
印
本
一
種
を
加
え
る
。

家
蔵

〔
文
化
九
年
〕
刊
(
明
治
印
)

古小

藤
井
佐
兵
衛

大

冊

紺
色
布
目
表
紙
左
肩
赤
色
題
簸
「
古
今
和
歌
集

上
(
下
)
」
。
奥
付
、



下
冊
裏
見
返
単
郭
中
を
縦
に
二
分
し
、
「
仏
教
学
各
種
図
書

御
経
類

切
/
和
漢
洋
書
籍
無
量

良
品
廉
価
発
売

新
古
本
売
買
/
製
本

出
版

庖
」
「
各
宗
学
林
御
用
達
書
騨
/
京
都
市
寺
町
通
五
条
上
ル
/
商
号
山
城

屋

文
政
堂
/
藤
井
佐
兵
衛
」
。

例
文
政
六
年
三
月
刊
本

左
記
の
後
印
本
が
あ
る
。

家
蔵

〔
文
政
六
年
〕
刊
(
明
治
印
)
ム
ロ
小

大
谷
仁
兵
衛

大
二
冊

藍
色
布
目
表
紙
左
肩
題
簸
「
古
今
和
歌
集

上
」
「
古
今
和
寄
集

下」。

見
返
、
朱
色
紙
に
「
改
正
古
仮
名
/
古
今
和
寄
集
/
皇
都
書
捧
/
松
書
亭

/
積
書
堂
/
津
逮
堂
/
合
梓
」
。
刊
記
、
文
政
六
年
の
も
の
な
く
、
裏
見

返
単
郭
中
を
縦
に
二
分
し
、
「
津
逮
堂
蔵
版
(
陰
刻
)
」
「
京
都
市
三
条
通

御
幸
町
角
/
吉
野
屋

大
谷
仁
兵
衛
」
。

凶
文
政
十
三
年
刊
本

本
版
の
中
、
「
桜
園
書
院
蔵
版
」
と
あ
る
後
修
本
に
住
所
に
よ
り
更
に

一
種
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
他
、
前
稿
に
お
け
る
刷
次
の
認
定
に
も
誤
り

が
あ
っ
た
。
「
藤
原
久
吉
郎
」
「
桜
園
書
院
」
の
住
所
が
そ
れ
ぞ
れ
「
大
阪

市
南
区
天
王
子
堂
ケ
芝
町
/
五
千
六
百
六
十
五
番
地
ノ
四
」
「
大
阪
市
南

区
天
王
寺
/
堂
ケ
芝
町
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
(
今
回
追
加
、
家
蔵
)
が

最
も
早
く
、
次
い
で
番
地
を
共
に
「
百
八
番
地
」
と
し
た
も
の
が
こ
れ
に

次
、
ぎ
(
前
稿
番
地
に
誤
記
あ
り
)
、
住
所
を
全
て
改
め
て
共
に
「
大
阪
市

東
区
伏
見
町
五
丁
目
/
二
番
地
」
と
し
た
も
の
が
最
も
後
印
で
あ
る
。

同
弘
化
二
年
刊
本

後
印
本
一
種
を
加
え
る
。

家
蔵

弘
化
二
年
刊
(
後
印
)

英
文
蔵

冊

江
戸

上
」
「
古
今
和
歌
集ちょ

下
」
。
見
返
、
初
印
本
と
同
じ
。
巻
末
真
名
序
の
後
に
曲
亭
馬
琴
『
著

さ

だ

う

し

ん

へ

ん

が

ぞ

く

え

う

ふ

ん

と

旬

、

つ

ぐ

わ

ん

作
堂
新
編
雅
俗
要
文
」
の
広
告
一
丁
、
「
天
下
一
方
/
登
龍
丸
」
の
広
告

浅
標
色
布
目
表
紙
左
肩
単
郭
題
簸
「
門
川

U

一
丁
半
(
裏
見
返
に
及
ぶ
)
に
続
き
界
線
を
隔
て
て
奥
付
、
「
取
次
所
書

林
/
大
坂
心
斉
橋
通
り
博
労
町
角
/
華
玉
堂
河
内
屋
茂
兵
衛
/
江
戸
本
石

町
十
軒
庖
/
万
笈
堂
英
大
助
/
(
界
線
)
鰭
一
山
御
書
物
所
/
江
戸
下
谷

御
成
道
/
青
雲
堂
英
文
蔵
製
」
。

〔
備
考
〕

真
名
序
が
巻
末
に
あ
り
、
版
心
部
分
上
下
の
界
線
を
有
す
る

修
刻
以
前
の
後
印
本
で
あ
る
。

岡
安
政
三
年
刊
本

後
印
本
一
種
と
後
修
本
一
種
を
加
え
る
。

家
蔵



〔
安
政
三
年
〕
刊
(
後
印
)
十
口
小

升
屋
勘
兵
衛
等

中
二
冊

浅
標
色
布
目
表
紙
左
肩
淡
黄
色
題
簸
「
古
今
和
歌
集

上
(
下
)
」
。
見

返
及
び
裏
見
返
の
芳
樹
園
の
識
語
、
安
永
三
年
の
刊
記
な
し
。
真
名
序
、

仮
名
序
、
本
文
の
順
と
す
る
。
裏
見
返
子
持
枠
中
に
「
古
文
後
集
枠
樽

F」

「
同
中
本
」
「
同
小
本
」
「
同
士
つ
ノ
切
懐
中
本
」

の
広
告
に
続
き
界
線
を
隔

て
て
、
刊
記
、
「
弘
化
四
了
未
年
九
月
再
刻
成
/
発
行
/
書
津
/
江
戸
日
本

橋
一
丁
目
/
須
原
屋
茂
兵
衛
/
岡
本
石
町
十
軒
庖
/
英
大
助
/
尾
陽
名
古

屋
本
町
七
丁
目
/
永
楽
屋
東
四
郎
/
摂
陽
心
斎
橋
北
久
太
郎
町
/
河
内
屋

喜
兵
衛
/
京
都
富
小
路
三
条
上
ル
町
/
升
屋
勘
兵
衛
板
」
。

〔
備
考
〕

に
は
問
題
が
あ
る
。

こ
の
刊
記
(
奥
付
)

弘
化
四
年
再
刻
の

年
記
は
本
書
の
刊
年
安
政
三
年
を
遡
っ
て
お
り
、
芳
樹
園
の
識
語
を
欠
く

こ
と
、
印
面
の
磨
滅
等
か
ら
到
底
初
印
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
結
局
こ
の

奥
付
は
他
よ
り
の
流
用
で
、
弘
化
四
年
の
年
記
に
意
味
は
な
い
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

家
蔵

〔
安
政
三
年
〕
刊
明
治
二
十
三
年
修

十
口
小

大
谷
仁
兵
衛
小
二
冊

標
色
布
目
表
紙
左
肩
重
郭
題
築
「
政
古
今
和
歌
集

上
(
下
)
」
。
見
返

紅
色
紙
重
郭
中
を
縦
界
線
で
一
一
一
分
し
、
「
近
藤
芳
樹
翁
校
訂
/
古
今
和
歌

集

全
/
羽
一
目
前
十
乍
ー

京
都

七
書
堂
蔵
版
」
と
す
る
。
真
名
序
は
下
冊

巻
末
と
す
る
。
奥
付
、
裏
見
返
単
郭
中
を
縦
に
二
分
し
、
「
津
逮
堂
蔵
版

(
陰
刻
)
」
「
京
都
市
三
条
通
御
幸
町
角
/
吉
野
屋

大
谷
仁
兵
衛
」
。

〔
備
考
〕

本
書
で
は
「
近
藤
芳
樹
翁
校
訂
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
芳
樹
園
」

は
近
藤
芳
樹
(
事
和
元
l
明
治
十
三
〈
一
八

O
一
ー
八

O
〉

)

な
の
で
あ

ろ
う
か
。
時
代
的
に
矛
盾
は
し
な
い
が
存
疑
。

ま
た
、
見
返
に
言
う
補
刻
は
下
冊
第
百
二
丁
(
丁
付
は
上
下
冊
通
し
)

以
下
巻
末
ま
で
(
巻
十
八
の
中
途
よ
り
巻
二
十
巻
末
ま
で
及
び
真
名
序
)

を
覆
刻
し
て
い
る
こ
と
を
さ
す
。
恐
ら
く
板
木
の
磨
滅
か
破
損
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
家
蔵
本
に
は
何
人
か
に
よ
り
そ
の
境
に
小
紙
片
が
挟
ま
れ

て
お
り
、
既
に
調
査
し
た
人
が
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

制
i
凶
に
関
し
て
は
調
査
不
十
分
の
た
め
、
気
付
い
た
点
の
み
述
べ
、

後
考
を
侠
つ
。

則
正
保
四
年
刊
二
十
一
代
集
本

所
謂
正
保
版
本
は
あ
り
ふ
れ
て
お
り
、
早
印
後
印
の
違
い
は
あ
っ
て
も

補
刻
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
本
文
研
究
上
問
題
は
な
い
が
、
書
誌

的
に
は
疑
問
が
存
す
る
。
稿
者
は
二
十
一
代
集
揃
い
本
を
左
程
多
く
見
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
新
古
今
集
及
び
新
続
古
今
集
末
の
刊
記
に
よ
り
少
な

く
と
も
三
種
存
す
る
。



a
、
無
刊
記
本

b
、
新
古
今
集
末
、
新
続
古
今
集
末
に
次
の
刊
記
を
有
す
る
本

新
古
今
集
終
丁
ウ
に
巻
末
歌
に
続
い
て

明
暦
元
年
初
係
吉
辰

寺
町
本
能
寺
前

八
尾
勘
兵
衛
板

新
続
古
今
集
末
に
改
丁
し
て

正
保
四
灯
暦

三
月
中
旬
開
板

中
御
門
通
弱
槍
木
町

吉
田
四
郎
右
衛
門
尉
(
印
刷
墨
丸
町
)

と
あ
る
。

c
、
同
じ
く
新
古
今
集
末
、
新
続
古
今
集
末
に
次
の
刊
記
を
有
す
る
本

新
古
今
集
終
了
ウ
に
巻
末
歌
に
続
い
て

正
保
四
訂
暦
三
月
中
旬

中
御
門
通
弱
槍
木
町

吉
田
四
郎
右
衛
門
尉
(
印
刷
墨
丸
印
)

新
続
古
今
集
末
は

b
に
同
じ
。

坊
間
最
も
よ
く
見
か
け
る
の
は

c
種
で
、

b
種、

a
種
と
な
る
に
従
い

数
少
な
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
印
面
の
磨
滅
か
ら
考
え
て
、

a種、

b
種、

c
種
の
順
に
刷
印
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

疑
問
と
い
う
の
は
こ
の
点
で
あ
る
。
仮
に
初
印
が
無
刊
記
で
あ
る
な
ら
、

正
保
四
年
刊
行
で
な
い
可
能
性
も
生
じ
る

(
a種
に
お
い
て
、
新
続
古
今

集
の
刊
記
は
丁
を
改
め
て
い
る
の
で
刷
落
し
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
古
今

集
の
刊
記
に
は
刷
落
し
は
考
え
ら
れ
な
い
)
。
更
に
、

b
種
の
明
暦
元
年

の
刊
記
が

c
種
に
お
い
て
正
保
四
年
と
な
っ
て
い
る
の
も
理
解
し
難
い

(
な
お
、
明
暦
元
年
の
刊
記
は
字
体
が
他
と
不
つ
り
あ
い
で
あ
る
)
。

可
能
性
だ
け
な
ら
、

a
種
と

b
種
の
聞
に
、
新
古
今
集
末
無
刊
記
、
新

続
古
今
集
末
正
保
四
年
刊
記
を
有
す
る
本
を
想
定
し
、
本
二
十
一
代
集
は

最
初
無
刊
記
で
正
保
四
年
よ
り
以
前
に
刊
行
さ
れ
、
次
い
で
新
続
古
今
集

末
に
正
保
四
年
の
刊
記
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
、
更
に
八
代
集
の
み
で
販
売

す
る
こ
と
を
考
え
て
新
古
今
集
末
に
明
暦
元
年
の
刊
記
が
刻
さ
れ
、
後
、

そ
れ
が
新
続
古
今
集
末
に
倣
っ
て
正
保
四
年
の
も
の
に
さ
し
替
え
ら
れ
た

と
な
ろ
う
。
初
印
が
無
刊
記
で
、
後
、
刊
記
が
刻
さ
れ
る
こ
と
は
、

江
戸

前
期
刊
本
に
は
し
ば
し
ば
見
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
可
能
性
の
み
な
ら
あ
り

え
よ
う
。
た
だ
、
以
上
は
全
て
推
測
で
あ
る
の
で
、
当
面
従
来
通
り
正
保

四
年
刊
本
と
称
す
る
こ
と
は
差
支
え
あ
る
ま
い
。

同
小
本
二
十
一
代
集
刊
本



小
本
(
時
に
余
白
を
と
っ
て
中
本
で
も
刊
行
)
二
十
一
代
集
が
最
初
い

つ
ご
ろ
刊
行
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
寛
文
六
年
頃
刊
と
さ
れ
る
無

刊
記
書
籍
目
録
(
問
時
晴
均
一
明
斯
道
文
庫
編
記
伊
書
林
出
版
書
籍
目
録
集

成
」
第
一
巻
、
昭
幻
刊
所
収
)
に
既
に
「
肌
同
(
八
代
集
)
小
本
」
「
町

同
(
十
三
代
集
)
小
本
」
と
見
え
て
い
る
か
ら
そ
れ
以
前
の
刊
行
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
小
本
二
十
一
代
集
が
正
保
四
年
刊
二
十
一
代

集
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
千
載
集
の
比
較
か
ら
既
に
松
野
陽
一
氏
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

本
版
は
正
保
版
本
を
底
本
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
文
明
十
八
年
の
牡
丹
花
の
奥
書
(
「
社
丹
花
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

以
下
断
わ
ら
な
い
)
を
有
す
る
他
、
金
葉
集
、
千
載
集
、
新
古
今
集
巻
末

に
異
本
歌
を
付
載
す
る
等
そ
の
板
行
過
程
に
関
し
て
疑
問
が
多
川
。

さ
て
、
本
版
に
は
管
見
の
限
り
で
は
次
の
三
種
が
存
す
る
。

a
、
新
古
今
集
異
本
歌
末
に
文
明
十
八
年
牡
丹
花
の
奥
書
を
有
す
る
も

の
b 

a
の
他
に
、
古
今
集
真
名
序
末
に
も
新
古
今
集
末
と
ほ
ぼ
同
じ
奥

書
を
有
す
る
も
の
。

c
、
b
と
同
じ
奥
書
を
有
す
る
が
、
八
代
集
各
集
に
覆
刻
に
よ
る
大
量

の
補
刻
丁
を
有
す
る
も
の
。
こ
の

c
種
は
管
見
の
も
の
は
八
代
集
本
の
み

で
二
十
一
代
集
本
は
管
見
に
入
ら
な
い
の
で
、
十
三
代
集
部
分
に
も
補
刻

が
な
さ
れ
た
か
否
か
は
不
明
。

a
は
、
新
古
今
集
異
本
歌
四
首
に
続
い
て
終
丁
ウ
に

右
八
代
集
為
備
誼
本
以
数
本
再
三
令
/
校
合
之
早

社
丹
花

文
明
第
十
八
三
月
中
旬

在
判

と
あ
る
と

b
は
右
奥
書
の
他
に
、
古
今
集
真
名
序
末
ウ
に

八
代
集
為
備
誼
本
以
数
本
再
三
令
/
校
合
之
宇

社
町
川
花

文
明
第
十
八
三
月
中
旬

在
判

(
叩
)

と
あ
る
。

c
は
b
と
同
様
の
奥
書
を
有
す
る
八
代
集
本
で
、
大
量
の
補
刻
が
あ
る
。

補
刻
箇
所
の
分
布
状
況
か
ら
し
て
、
傷
み
の
激
し
い
箇
所
を
補
刻
し
た
の

で
は
な
く
、
分
蔵
さ
れ
た
板
木
が
失
わ
れ
た
た
め
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

同
嘉
永
六
年
刊
三
代
集
本

こ
の
三
代
集
本
に
つ
い
て
は
早
く
西
下
経
一
氏
「
古
今
集
伝
本
の
系
統

論
ー
特
に
俊
成
本
定
家
本
清
輔
本
の
研
究
|
」
(
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
4
・

1
)
に
紹
介
と
研
究
が
あ
り
、
更
に
同
氏
『
古
今
集
の
伝
本
の
研
究
」



(
昭
却
刊
)

に
お
い
て
特
に
古
今
集
本
文
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
三
代
集
い
ず
れ
も
正
保
版
本
等
既
刊
の
版
本
に
よ
ら
ず
、

新
た
に
写
本
を
求
め
て
板
行
し
て
い
る
。
特
に
古
今
集
は
「
道
家
公
真
跡
」

と
称
す
る
本
に
よ
っ
て
お
り
、
{
疋
家
本
と
異
同
が
あ
る
。
最
大
の
相
違
は

定
家
本
に
見
え
ぬ
歌
四
首
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
詳
細
は
西
下
氏
の
研

究
に
譲
る
が
、

一
部
清
輔
本
の
要
素
も
あ
る
が
、
清
輔
本
で
は
な
く
、
系

統
は
明
ら
か
で
な
い
。
近
世
に
板
行
さ
れ
た
古
今
集
中
全
く
孤
立
し
た
存

在
で
あ
る
。

家
蔵

嘉
永
六
年
刊

中
六
冊

江
戸

須
原
屋
茂
兵
衛
等

古
今
和
歌
集

冊

浅
標
色
地
花
鳥
文
様
空
押
表
紙
中
央
題
築
「
古
今
和
詞
集

上
(
下
)
」
。

四
周
単
辺
(
一
三
・
二
×
九
・
八
糎
)
、
本
文
十
二
行
、
両
序
、
作
者
名

位
九
行
。
真
名
序
に
読
点
を
付
す
。
版
心
、
「

O
(
部
立
)

O
(
丁

付

一
」
。
見
返
、
黄
色
紙
単
郭
中
に
「
三
代
和
歌
集
校
本
」
と
し

「此

書
古
今
は
道
家
公
後
撰
は
為
相
卿
拾
遣
は
光
俊
卿
/
各
自
筆
の
本
を
以
て

原
本
と
な
し
北
村
氏
の
抄
井
世
に
/
梓
行
す
る
大
本
小
本
等
を
合
せ
て
輯

校
し
芳
に
悉
く
/
異
同
を
し
る
し
た
れ
は
此
一
本
を
見
れ
は
三
本
合
せ
見

/
る
に
ひ
と
し
く
且
作
者
の
小
伝
を
巻
末
に
附
し
仮
名
を
/
訂
正
し
た
る

善
本
な
り

発
行
」
と
あ
る
。
家
蔵
本
は
真
名
序
、
仮
名
序
、

千
鍾
房

本
文
、
作
者
名
位
(
作
者
目
録
)
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
真
名
序
末
に
小

字
双
行
で
「
元
本
頭
書
云
此
集
可
用
真
/
名
序
駄
予
有
柳
所
見
也
」
と
あ

る
。
こ
れ
は
清
輔
本
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
巻
末
に
「
巳
下
元
本
元
之

三
本
共
如
此
」
と
注
記
し
て
墨
減
歌
を
掲
げ
、
更
に
「
抄
本
奥
書
云
」
と

し
て
貞
応
本
の
奥
書
を
載
せ
る
。
「
抄
本
」
は
「
八
代
集
抄
本
」
を
意
味

す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
奥
書
中
、
「
近
代
僻
案
之
好
士
」
以
下
を
改
行
一
字

下
げ
に
す
る
書
き
方
が
八
代
集
抄
本
に
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
次
い
で

「
小
本
奥
書
云
」
と
し
、
「
八
代
集
為
備
誼
本
以
数
本
再
三
令
校
合
之
了
/

文
明
第
十
八
三
月
中
旬
(
在
汗
花
在
判
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
小
本
二
十
一

代
集
本
で
古
今
集
末
に
牡
丹
花
奥
書
を
追
刻
し
た
も
の
(
本
稿
の

b
ま
た

は

c
種
)
に
よ
っ
て
い
る
。
冒
頭
に
「
右
」

一
字
を
欠
く
の
は
そ
の
証
で

あ
る
。
更
に
ウ
左
端
に
「
此
本
因
道
家
公
真
跡
写
之
北
村
氏
八
代
抄
及
所

板
行
小
/
大
本
之
異
同
校
書
子
側
」
と
あ
る
。
本
文
に
ま
ま
見
ら
れ
る
傍

書
校
合
は
こ
れ
で
あ
る
。
次
い
で
「
作
者
名
位
」
四
丁
が
あ
る
。
冒
頭
に

小
字
双
行
で
「
録
元
注
井
抄
注
也
両
注
無
之
入
者
以
/
作
者
部
類
補
之
部

類
亦
不
見
者
訣
之
」
と
注
す
る
。

後
撰
和
歌
集

冊

浅
標
色
地
花
鳥
文
様
空
押
表
紙
中
央
題
築
「
後
撰
和
詩
集

上
」
「
後

。。



撰
昧
詩
集

下
」
。
四
周
単
辺
(
二
ニ
・
一
×
九
・
七
糎
)
、
十
二
行
、
作

者
名
位
九
行
。
句
読
点
等
な
し
。
版
心
古
今
集
に
同
じ
。
巻
末
に
天
暦
五

年
奉
行
文
が
あ
り
、
次
に
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
他
に
見
ら

れ
な
い
も
の
も
あ
り
、
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
説
。

承
久
三
年
五
月
廿
一
日
午
時
書
之

子
時
天
下
大
徴
之

天
子
三
上
皇
皆
御
問
所
白
旋
醗
風
霜
匁
耀
日
劃
微
，
/
臣
者
紅
旗
征
戎

非
吾
事
独
臥
私
庫
暫
扶
病
身
悲
失
/
火
炎
眠
岡
玉
石
倶
焚
拡
ぽ
残
涯

只
拭
老
涙

此
集
元
尋
常
之
本
為
備
後
輩
之
所
見
今
日
書
写
之
/
去
六
白
書
始
之
同

廿
四
日
校
了

以
此
本
重
書
写
己
四
ヶ
度

一
本
進
仁
和
寺
宮

一
本
進
前
摂
政
殿

一
本
付
属
嫡
女

一
本
伝
子
嫡
孫

一
一
手
年
之
間
凌
老
眼
五
度
書
之
」

此
集
故
者
公
卿
皆
書
名
朝
臣
字
古
今
又
此
鉢
玖

枇
杷
大
臣
歌
諮
郡
伊
書
業
平
朝
臣
名
知
此
事
後
/
代
之
人
或
推
而
直

之
是
非
書
写
之
誤
此
集
本
説
也
/
不
可
改
直

作
者
名
字
等
家
ミ
本
多
相
替
随
所
受
之
説
書
之

同
歌
入
両
部
古
今
歌
加
入
如
此
事
只
臨
本
也

嘉
禄
二
年
六
月
十
七
日
書
写
了
同
廿
一
日
校
合
了
散
位
藤
原
長
綱

仁
治
元
年
十
一
月
三
白
書
写
了
寛
元
二
年
六
月
廿
日
/
校
合
了

更
に
末
行
に
小
字
で
「
此
本
為
相
卿
自
筆
之
写
也
以
北
村
氏
抄
井
板
行

之
大
小
本
異
同
校
書
子
側
」
と
あ
る
c

そ
の
後
に
古
今
集
と
同
じ
く
作
者

名
位
七
丁
が
あ
る
。

拾
遺
和
歌
集

冊

浅
標
色
地
花
鳥
文
様
空
押
表
紙
中
央
紅
色
題
築
「
拾
遺
和
詩
集

上

(
下
は
「
拾
」
「
下
」
の
み
残
し
て
剥
落
)
。
四
周
単
辺
(
二
二
・
一
×
九
・

七
糎
)
、
十
二
行
、
作
者
名
位
九
行
。
句
読
点
等
な
し
。
版
心
古
今
集
に

同
じ
。
奥
書
は
天
福
本
の
奥
書
を
有
す
る
が
、
「
此
本
付
属
大
夫
為
相
/

類
齢
六
十
八

桑
門
融
覚
判
」
が
な
く
そ
の
代
り
に
「
八
ヶ
日
終
功
」

次
に
「
為
授
鍾
愛
之
孫
姫
也
」
を
有
す
る
こ
条
家
系
統
本
で
あ
る
。
更
に
、

拾
遺
抄
と
の
算
合
に
続
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

寛
元
三
年
六
月
九
日
前
藤
大
納
言
為
被
借
送
厳
/
親
入
道
中
納
言
自

筆
之
秘
本
一
夏
行
法
難
元
其
/
隙
故
守
彼
奥
書
之
旨
八
ヶ
日
終
功
畢

字
点
為
不
/
違
透
而
写
之
尤
可
謂
誼
本
放
即
校
合
誌
」

。〉



真
僚

此
草
子
任
本
難
調
帖
厚
而
披
見
有
煩
的
後
日
相
/
分
帖
了

己
上
一
校
畢

更
に
末
尾
に
「
元
本
者
葉
室
光
俊
卿
自
筆
之
書
也
以
北
村
氏
/
抄
弁
板

行
八
代
集
大
小
本
之
異
同
芳
書
之
了
」
と
あ
る
。
巻
末
の
「
作
者
名
位
」

五
丁
は
古
今
集
、
後
撰
集
と
同
形
式
で
あ
る
。

刊
記
、
裏
見
返
単
郭
中
に
「
嘉
永
六
年
突
丑
季
春
新
刻
/
発
行
書
林
/

京
都
三
条
通
舛
屋
町
/
出
雲
寺
文
治
郎
/
大
坂
心
斎
橋
北
久
太
郎
町
/
河

内
屋
喜
兵
衛
/
尾
川
名
古
屋
本
町
七
丁
目
/
永
楽
屋
東
四
郎
/
江
戸
日
本

橋
通
壱
町
目
/
須
原
屋
茂
兵
衛
」
。

実
は
家
蔵
本
の
拾
遺
集
は
取
合
せ
で
あ
る
。
表
紙
は
古
今
集
、
後
撰
集

と
同
じ
で
あ
る
が
、
題
築
の
色
を
異
に
す
る
。
拾
遺
集
の
方
が
他
の
二
集

よ
り
や
や
早
印
で
あ
る
。
但
し
、
内
容
的
に
は
問
題
な
し
と
認
め
、
該
本

で
記
述
し
た
。

な
お
、
西
下
氏
は
「
古
今
集
の
伝
本
の
研
究
」
洲
頁
に
「
拾
遺
集
の
奥

に
嘉
永
六
年
奨
丑
季
春
新
刻
と
あ
っ
て
、
山
形
藩
朝
生
瀬
左
衛
門
校
正
と

あ
る
」
本
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
稿
者
も
一
見
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
調

査
の
手
控
え
を
失
っ
て
、
所
蔵
者
、
書
誌
と
も
に
示
す
こ
と
が
出
来
な
い

(
初
雁
文
庫
に
は
存
在
し
な
い
)
。
御
教
示
を
乞
う
。
記
憶
に
よ
れ
ば
、
家

蔵
本
の
書
捧
名
が
な
く
、
縦
の
界
線
を
隔
て
て
「
山
形
藩
云
々
」
が
あ
っ

た
と
覚
し
い
。
こ
の
方
が
初
印
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
朝
生
瀬
左
衛
門
は
不
詳
で
あ
る
が
、
「
国
書
人
名
辞
典
』
に
よ

あ
そ
う
み
つ
か
ね

れ
ば
山
形
藩
主
水
野
忠
精
に
仕
え
た
朝
生
允
懐
な
る
歌
人
が
お
り
、
年
代

的
に
符
合
す
る
。

ま
た
、
本
版
に
は
無
刊
記
の
後
印
本
も
あ
る
。

川
内
元
禄
十
二
年
刊
杭
軒
伊
勢
物
語
本
(
絵
入
)

こ
れ
は
古
今
集
の
版
本
と
い
う
よ
り
、
『
伊
勢
物
語
」

の
版
本
の
一
種

で
あ
る
。
池
田
亀
鑑
氏
『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究

研
究
篇
』
(
昭

9
刊
)
附
録
「
伊
勢
物
語
版
本
緊
影
」
第
五
一
図
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
寛

政
十
一
年
版
伊
勢
物
語
は
本
版
の
後
修
本
で
あ
る
(
大
津
有
一
氏
編
『
伊

補
遺
篇

勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
索
引
篇
」
昭
お
刊
で
は
第
二
一
二
図
)
。

図
録
篇

本
書
は
匡
郭
内
を
上
中
下
=
一
段
に
分
ち
、
上
段
に
『
古
今
和
歌
集
』
、

中
段
に
「
和
歌
奇
妙
挺
」
、
下
段
に
『
伊
勢
物
語
」
を
収
め
た
絵
入
本
で

あ
る
。
挿
絵
は
各
段
個
別
に
存
し
、
『
伊
勢
物
語
」
は
下
段
一
面
全
体
を

用
い
て
挿
絵
と
す
る
が
、
『
古
今
和
歌
集
」
『
和
歌
奇
妙
談
』
は
上
段
又
は

中
段
の
一
部
を
挿
絵
と
す
る
c

今
の
と
こ
ろ
挿
絵
の
構
図
の
よ
る
も
の
を

知
ら
な
い
。
挿
絵
が
多
く
、
『
古
今
和
歌
集
」
が
二
五
図
、
「
和
歌
奇
妙
談
」

が
二
三
図
、
『
伊
勢
物
語
」
が
二
九
図
を
数
え
る
。

一
オ
は
上
下
二
段
で
、
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『
和
歌
奇
妙
談
」

-
さ
ん
わ
か
し
う
じ
よ

上
中
段
部
分
を
併
せ
て
「
古
今
和
歌
集
序
」

い

せ

も

の

一
ウ
よ
り
仮
名
序
に
入
る
。
下
段
は
「
伊
勢
物

は
な
く
、

語土と

イ乍!舎
者ネリ

主:他
巴どっは

と更
し 円五

で
て
作
者
説
を
掲
げ

一
ウ
よ
り
本
文
に
入
る
。

元
禄
十
二
年
の
刊
記
を
有
す
る
も
の
が
初
印
で
、
無
刊
記
本
こ
れ
に
次

ぎ
、
寛
政
十
一
年
の
修
印
本
が
最
も
遅
れ
る
。

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵

(
E
二

三

三

九

二

冗
禄
十
二
年
刊

大
坂

大
三
冊

隅
谷
源
右
衛
門
等

四
冊
本
中
第
三
冊
欠

濃
標
色
艶
出
表
紙
中
央
題
築
剥
落
。
四
周
単
辺
(
二
四
・
一
×
一
六

四
糎
)
。
界
高
、
上
段
、
八
・
六
糎
、
中
段
、
三
・
五
糎
、

下
段

七
糎
。
段
の
界
線
は
二
重
線
。
無
界
、
『
古
今
和
歌
集
』
、
両
序
二
十
行
、

本
文
二
十
五
行
、
『
和
歌
奇
妙
談
」
、
二
十
八
行
、
『
伊
勢
物
語
」
、
十
三
行
。

『
古
今
和
歌
集
』
真
名
序
に
返
点
送
仮
名
(
同
小
本
二
十
一
代
集
刊
本
と

は
異
な
る
)
、
「
和
歌
奇
妙
談
」
に
濁
点
句
点
、
『
伊
勢
物
語
」

に
濁
点
句

点
と
傍
注
を
付
す
。
版
心
「

回
附
剛
附
国
(
部
立
)

。
伊
勢

国

物
語
上
(
下
)

(
丁
付
)
」
。
丁
付
は
上
は
一
ー
四
十
終
、

下
は

三
十
七
終
で
あ
る
が
、
本
書
は
、
第
一
冊
、

一
ー
十
七
、
第
二
冊
、
十
八
ー

四
十
終
、
第
三
冊
、
欠
、
第
四
冊
、
十
七
l
三
十
七
終
と
な
っ
て
い
る
。

上
下
の
分
冊
箇
所
は
、
古
今
集
は
巻
十
ま
で
、
伊
勢
物
語
は
六
十
二
段
ま

で
と
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
更
な
る
分
冊
箇
所
(
次
掲
無
刊
記
本

に
よ
れ
ば
、
上
、
上
末
、
下
、
下
末
と
あ
っ
た
か
)
は
、
古
今
集
は
巻
の

中
途
、
伊
勢
物
語
は
段
の
中
途
で
恋
意
的
で
あ
る
。
刊
記
、
終
冊
裏
見
返

単
郭
中
に
「
元
禄
十
二
配
年
九
月
上
旬
/
浪
花
書
捧
/
順
慶
町
心
斎
橋
筋

/
柏
原
清
右
衛
門
/
同
所
/
鳥
飼
市
兵
衛
/
同
所
/
隅
谷
源
右
衛
門
」
。

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵

(
E
二
三
|
三
七
七
)

〔
元
禄
十
二
年
〕
刊
(
後
印
)

大
三
冊

浅
標
色
艶
出
表
紙
中
央
子
持
枠
題
第
を
上
下
に
区
切
り
、
上
に
丸
に
「

古
今
一
、

和
寄
L

下
に
「
伊
勢
物
語

上
(
下
、
下
末
)
」
と
す
る
。
本
書
は
三
分
冊
で

完
本
で
あ
る
。

な
お
、
家
蔵
本
は
一
冊
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
四
冊
本
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
(
特
三
四
四
)
は
元
よ
り
の
一
冊
本

で
あ
る
。

都
立
中
央
図
書
館
蔵
(
特
三
四
五
)

〔
元
禄
十
二
年
〕
刊
寛
政
十
一
年
修

尽

銭
屋
利
兵
衛
・
松
阪

柏
屋
兵
助

大
一
冊

欠
上
冊

浅
標
色
布
目
表
紙
中
央
子
持
枠
題
簸
に
同
様
の
外
題
、
但
し
、
上
下
等

冊
次
の
文
字
な
く
別
版
の
題
第
。
本
書
は
巻
末
に
一
丁
加
わ
り
、
オ
に
右
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よ
り
横
書
で
「
定
家
卿
奥
書
之
写
」
と
し
、
そ
の
下
の
菊
花
唐
草
飾
枠
中

に
「
伊
勢
物
語
」
の
定
家
奥
書
を
記
す
。
「
近
代
狩
使
事
為
レ
端
之
本
出
来

し

の

末
/
代
之
人
今
案
也
不
レ
可
レ
用
此
物
語
/
古
人
之
説
不
レ
同
或
称
二
在
中
将

自
/
書
一
或
称
ニ
伊
勢
之
筆
作
一
就
二
彼
此
一
有
/
書
落
事
等
上
古
之
人
強
不
レ

可
レ
尋
二
/
其
作
者
一
只
可
レ
翫
二
調
花
言
葉
一
而
己
/
戸
部
尚
書
在
判
」
と
あ

る
o

ウ
は
単
郭
中
に
、
「
本
居
先
生
著
述
書
之
内
板
行
出
来
一
議
取
教
一
」

と
し
「
字
音
か
な
づ
か
ひ
」
以
下
計
十
二
部
を
掲
げ
、
界
線
を
隔
て
、
刊

記
「
寛
政
令
一
年
己
未
初
秋
/
発
行
書
林
/
勢
州
松
阪
日
野
町
/
柏
屋
兵

助
/
京
都
三
条
通
柳
馬
場
東
へ
入
ル
町
/
銭
屋
利
兵
衛
」
と
あ
る
。

〔注〕
(
1
)
 
「
辞
典
」
に
「
元
禄
十
一
年
」
と
し
た
の
は
稿
者
の
思
い
違
い
に

よ
る
誤
記
で
あ
る
。
謹
ん
で
訂
正
さ
せ
て
頂
く
。

(
2
)
 
前
稿
で
『
両
度
聞
書
」
と
誤
っ
た
点
を
、
敢
え
て
弁
解
す
れ
ば
、

本
書
頭
注
と
版
本
『
両
度
聞
書
」
が
仮
名
序
注
で
一
致
し
た
た
め
、

『
両
度
聞
書
』
に
よ
っ
て
い
る
と
速
断
し
た
誤
り
で
あ
っ
た
。
実
は

版
本
の
『
両
度
聞
書
」
は
仮
名
序
注
が
『
古
関
』
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の

に
さ
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
板
行
の
際
の
所
為
で
も
、
ま
た
、

取
合
せ
で
も
な
く
、
早
く
よ
り
意
図
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
歌
注
に
比
較
を
及
ぼ
せ
ば
本
書
の
注
が
『
両
度
聞
書
」
と
異
な

る
こ
と
に
気
づ
い
た
筈
で
あ
っ
た
。
謹
ん
で
訂
正
す
る
。

(
3
)
 
池
田
利
夫
氏
に
は
こ
れ
以
前
、
契
沖
筆
本
が
中
根
専
正
氏
所
蔵
当

時
『
古
今
余
材
抄
』
成
立
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
一
文

が
あ
る
(
「
契
沖
注
釈
書
の
生
成
」
「
契
沖
研
究
』
昭
日
刊
所
収
)
。

(
4
)
 
こ
の
他
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
(
ラ
六
l
二
三
)
は
前
稿
を
含

め
、
既
掲
の
何
れ
の
本
と
も
異
な
る
が
、
同
小
本
二
十
一
代
集
本
の

単
行
本
で
あ
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
本
来
新
古
今
集
異
本
歌
末

に
あ
る
文
明
十
八
年
の
(
お
汗
花
の
奥
書
を
古
今
集
真
名
序
末
ウ
に
も

刻
し
た
修
印
本
で
あ
る
(
但
し
、
奥
書
中
、
「
右
」

一
字
脱
落
。
本

文
に
覆
刻
に
よ
る
補
刻
の
な
い
い
わ
ゆ
る
b
種
)
。
裏
見
返
単
郭
中

に
「
御
書
物
屋
/
出
雲
寺
和
泉
按
/
吉
田
四
郎
右
衛
門
/
野
田
嫡
兵

衛
」
と
あ
る
。

(
5
)
 
管
見
に
入
っ
た
の
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
(
五
一
九
i
七
二
二
一

O

こ
の
み
。
但
し
、
古
今
集
は
凶
安
永
九
年
刊
大
本
に
よ
る
補
配
。

こ
の
本
は
全
冊
改
装
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
文
に
続
い
て
刊
記
が

刻
さ
れ
る
新
古
今
集
末
に
刊
記
が
な
い
こ
と
は
確
認
出
来
る
が
、
新

続
古
今
集
末
に
も
最
初
か
ら
刊
記
が
な
か
っ
た
と
は
必
ず
し
も
断
ぜ

ら
れ
な
い

(
新
続
古
今
集
末
の
刊
記
は
了
を
改
め
、
裏
表
紙
見
返
に

ρ
h
U
 



あ
る
の
を
通
例
と
す
る
)
。

(
6
)
 
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
(
特
九
三
一
甲
|
一
)
(
二

0
0
1
三、

但
、
古
今
集
下
冊
は
凶
安
永
九
年
刊
大
本
補
配
、
風
雅
集
は
補
写
)
、

静
嘉
堂
文
庫
蔵
主
二
五
l
二
ー
一
九
七

O
四
、
但
、
古
今
集
は
川

承
応
三
年
以
前
刊
本
の
延
宝
六
年
修
印
本
補
配
)
が
こ
れ
に
属
す
る
。

(
7
)
 
印
文
は
「
山
/
嘗
」
か
。

(
8
)
 
松
野
陽
一
氏
「
千
載
集
勅
撰
和
歌
集
は
ど
う
編
ま
れ
た
か
」
(
セ
ミ
ナ
ー

[
原
典
を
読
む
]
図
、
平
6
刊
、
日
目
頁
以
下
)
。
松
野
氏
は
正
保
版
本
が

脱
落
す
る
千
載
集
巻
三
、
間
の
歌
と

m作
者
に
つ
い
て
、
小
本
の
該

当
箇
所
が
入
木
に
よ
り
行
数
を
増
や
し
て
脱
落
を
訂
正
し
て
い
る
こ

と
よ
り
、
最
初
は
気
づ
か
ず
に
版
刻
し
、
後
、
改
め
た
と
推
定
さ
れ

た
。
訂
正
以
前
の
状
態
の
版
本
は
発
見
さ
れ
て
な
い
が
、
小
本
が
正

保
版
本
に
よ
っ
て
板
行
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
様
の
例

は
他
に
も
認
め
ら
れ
、

書
が
小
本
で
は

初
「
昔
よ
り
」
歌
の
詞

「
中
院
に
あ
り
け
る
矧
浦
野
口
札
球
わ
仲
川
一
一
以
は
(
以

同
じ
千
載
集
巻
一
、

上
オ
)
か
り
花
咲
た
る
お
ろ
し
枝
に
結
ひ
つ
け
て
皇
太
后
宮
大
夫
俊

成
の
も
と
に
つ
か
は
し
侍
け
る
」
と
不
自
然
な
の
は
、
正
保
版
本
の

詞
書
が
「
紅
梅
の
お
ろ
し
枝
っ
か
は
さ
ん
な
と
申
け
る
」
を
脱
し
て

い
る
の
を
そ
の
ま
ま
刻
し
、
後
気
づ
い
て
補
入
し
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。更

に
も
う
一
例
挙
げ
る
と
、
金
葉
集
巻
八
、
別
「
か
く
斗
」
歌
の

詞
書
を
正
保
版
本
は
欠
い
て
い
る
が
、

小
本
で
は

「
み
か
は
し
な
か

ら
う
ら
め
し
/
か
り
け
る
人
に
読
か
け
、
る
」
と
小
字
双
行
で
補
つ

て
い
る
。

古
今
集
に
関
す
る
箇
所
で
は
、
巻
十
九
、
問
第
二
句
「
な
に
そ
は

よ
け
く
」
の
「
は
よ
」
の
二
字
が
入
木
し
た
ご
と
く
落
着
か
な
い
の

は
正
保
版
本
が
こ
の
箇
所
を
「
な
に
そ
と
は
け
く
」
と
誤
刻
す
る
の

と
関
係
が
あ
ろ
う
。

(
9
)
 
小
本
二
十
一
代
集
に
つ
い
て
簡
単
に
版
式
を
記
述
し
て
お
く
。

四
周
単
辺
(
二
了
一
×
九
・
一
糎
、
古
今
集
に
よ
る
)
、
十

代
集
は
匡
郭
や
や
小
さ
く
(

四
×
八
・
六
糎
、
新
勅
撰
集
に

よ
る
)
、
仮
名
序
十
二
行
(
古
今
集
、
新
勅
撰
集
は
十
行
、
風
雅
集

は
十
一
行
)
、
本
文
十
二
行
、
真
名
序
九
行
。
仮
名
序
に
濁
点
、
事
叫

点
、
真
名
序
に
返
点
送
仮
名
を
付
す
。
古
今
集
真
名
序
の
訓
点
は
同

寛
文
十
三
年
刊
本
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
が
、
後
者
が
本
版
を
襲
つ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
柱
刻
は
「

一
古
今
(
巻
数
)

O
(
了
付
)
」

の
よ
う
に
し
、
丁
付
は
各
巻
改
め
る
。
古
今
集
の
墨
減
歌
以
外
に
次

の
異
本
歌
を
付
載
す
る
。
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金
葉
集
末
(
丁
を
改
め
一
丁
分
)

右
之
寄
在
二
異
本

巻
第
七

恋
耳
同
上

千
載
集
末
(
終
了
ウ
)

摂
政
左
大
臣
家
に
て
恋
の
心
を
読
る

巻
第
十
四

藤
原
為
真
朝
臣

在
恋
を
の
み
下
逢
こ
と
は
上

露
ふ
か
き
あ
さ
ま
の
の
ら
に
を
か
や
か
る
賎
の
挟
も
か
く
は
ぬ
れ
し

藤
原
清
輔
朝
臣

逢
事
の
な
き
を
う
き
田
の
森
に
住
よ
ふ
こ
鳥
社
我
身
也
け
れ

た
の
め
て
あ
は
ぬ
恋

藤
原
親
隆
朝
臣

を

恋
し
な
て
心
つ
く
し
に
今
迄
も
た
の
む
れ
は
社
い
き
の
ま
つ
原

右
の
寄
在
異
本

在
水
鳥
下
夢
に
た
に
上

新
古
今
集
末
(
丁
を
改
め
一
丁
分
)

山
の
歌
合
に
恋
の
心
を

隆
覚
法
師

巻
第

春
寄
下

身
の
程
を
思
し
り
ぬ
る
事
の
み
や
つ
れ
な
き
人
の
情
な
る
ら
ん

題
し
ら
す

在
面
影
下
浅
ま
し
ゃ
上

恋
の
心
を

在
春
雨
下
花
の
香
に
上

古
郷
に
花
は
散
っ
、
三
吉
野
の
山
の
桜
は
ま
た
咲
す
也

中
納
言
家
持

琳
賢
法
師

あ
く
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
は
や
紅
の
泊
に
染
る
袖
や
か
へ
る
と

題
不
知

在
逢
見
て
の
下
い
つ
と
な
く
上

巻
第
八

在
足
曳
下
か
く
て
こ
そ
上

恋
し
く
は
形
見
に
せ
ん
と
我
宿
に
う
へ
し
藤
浪
今
さ
か
り
也

赤
人

恋
豆
町
下

題
し
ら
す

読
人
不
知

巻
第
三

夏
寄

い
と
せ
め
て
恋
し
き
時
は
播
摩
な
る
し
か
ま
に
染
る
か
ち
よ
り
そ
く

時
鳥
の
心
を
読
侍
り
け
る

る

在
逢
事
の
下
逢
事
は
上

時
鳥
昔
を
か
け
て
思
へ
と
や
老
の
ね
覚
に
一
声
そ
す
る

顕
照
法
師
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在
有
明
下
過
に
け
り
上

ご
と
に
丁
付
を
改
め
る
の
で
、
次
の
ご
と
く
表
示
す
る
。
古
今
集
巻

巻
第
五

秋
寄
下

一
と
あ
れ
ば
巻
一
の
第
一
丁
が
補
刻
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
巻

、

題
不
知

二
、
四
七
終
と
あ
れ
ば
、
巻
二
の
第
四
丁
よ
り
最
終
第
七
丁
ま
で

恵
慶
法
師

高
砂
の
尾
上
に
た
て
る
鹿
の
音
に
こ
と
の
外
に
も
ぬ
る
、
袖
哉

補
刻
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

右在
之妻
寄こ
在ふ
異る
本ニ下
深
山
辺
上

古
今
集

仮
名
序
、

一
ー
十
終
、
巻
一
、

一
、
巻
二
、

一
、
四

l
七
終
、
巻

以
上
の
異
本
歌
の
付
載
と
文
明
十
八
年
牡
丹
花
の
奥
書
の
存
在
は
、

一
三
終
、
巻
四
、

一
三
、
巻
五
、

一、

一
、
巻
六
、

一
、
巻
七
、

異
本
と
の
校
合
の
結
果
で
あ
り
、
正
保
版
本
を
底
本
と
す
る
本
版
本

一
、
巻
八
、

一
、
巻
九
、

一
、
巻
十
、

一
、
巻
十
一
、

一
五
終
、

来
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
後
述
す
る
が
、
以
上
の
点
で
共
通
す
る

巻
十
二
、

一
lee-

三
一
、
巻
十
三
一
、

一
、
巻
十
四
、

一
、
巻
十
五
、

、

所
の
多
い
八
代
集
抄
本
は
本
版
に
よ
り
異
本
歌
と
奥
書
の
み
を
付
記

一
、
巻
十
八
、

一
、
巻
二

巻
十
六
、

一
、
巻
十
七
、

一
、
巻
十
九
、

し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
牡
丹
花
の
八
代
集
と
は
無
関
係
で
あ
ろ
う
。

十

一
、
真
名
序
、
五
終
ウ
匡
郭
ご
と
補
刻
(
奥
書
を
付
加
)

(
叩
)

管
見
に
入
っ
た
の
は
陽
明
文
庫
蔵
無
函
架
番
号
二
十
一
代
集
本
の

後
撰
集

み
(
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
)
。
注

(4)

巻
一
、
二

l
六
終
、
巻
二
、
二
五
終
、
巻
十
四
、
八
|
十
終
、

に
言
及
し
た
古
今
集
単
行
本
も
こ
の

b
種
で
あ
る
。

巻
十
五
、
二
|
六

な
お
、
小
本
二
十
一
代
集
は
古
今
集
と
新
古
今
集
の
真
名
序
の
位

拾
遺
集

置
が
二
疋
せ
ず
、
本
に
よ
り
異
な
る
。
従
っ
て
、
文
明
十
八
年
奥
書

巻
八
、
三
|
九
終
、
巻
九
、

一
一
、
巻
十
一
、
五
、
六
終
、
巻
十
二
、

を
見
落
し
ゃ
す
い
。
あ
え
て
三
一
一
目
す
る
。

二
七
終
、
巻
十
七
、
三

l
九
終
、
巻
十
八
、
二

(
日
)

補
刻
箇
所
を
一
覧
す
る
。
調
査
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
(
一

O
七
|
四

後
拾
遺
集

七
ー
一
八
九
四

O
)
で
行
っ
た
。
小
本
二
十
一
代
集
は
勅
撰
集
各
巻

巻
七
、
三
|
六
終
、
巻
八
、
二
1

五
、
巻
十
七
、

一
、
巻
十
八
、
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一
、
巻
十
九
、

一
、
五
、
六
、
八

一
、
巻
二
十
、

金
葉
集

巻
一
、

一
十
三
終
、
巻
二
、

、

一
、
巻
四
、

一
ー
五
、
巻
三
、

巻
五
、

一
、
八
1

十
終
、
巻
八
、

J_.. 

/、、

一
、
巻
六
、

一
、
巻
七
、

巻
九
、
五
l
十
二
、
巻
十
、
六
ー
十
二
終
、
十
三
終
(
異
本
歌
)

詞
花
集

巻
一
、
二
|
七
襲
、
巻
二
、
二
1

四
終
、
巻
三
、
二
ー
七
終
、
巻

四
、
二
、
三
終
、
巻
五
、
二
終
、
巻
六
、
二
、
三
終
、
巻
七
、
二
ー

五
、
巻
九
、
十
二
終
、
巻
十
、
二
ー
八

千
載
集

仮
名
序
、

一
五
終
、
巻
一
、

一
l
九
終
、
巻
二
、

一
l
七
終
、

巻
三
、

一
ー
十
終
、
巻
四
、

一
八
終
、
巻
五
、

一
ー
九
終
、
巻
六
、

一
ー
九
終
、
巻
七
、

一
ー
三
終
、
巻
八
、

一
ー
五
終
、
巻
九
、

九
終
、
巻
十
、

一
l
五
終
、
巻
十
一
、

一
七
終
、
巻
十
二
、

八
終
、
巻
十
三
、

一
l
四
、
巻
十
四
、

一
、
巻
十
五
、

一
、
巻
十
六
、

一
、
十
二
終
、
巻
十
七
、

一
!
十
四
終
、
巻
十
八
、

一
ー
三
、
巻
十

九

(
補
刻
内
題
「
巻
第
十
五
」
と
誤
る
)
、
巻
二
十
、

新
古
今
集

巻
五
、
五
l
十
二
終
、
巻
十
七
、
九
|
十
一
終
、
巻
十
八
、
二
|

六
、
巻
二
十
、
七
、
八
終
(
奥
書
を
含
む
)

(ロ)
最
近
の
も
の
と
し
て
は
久
保
田
淳
氏
「
紅
旗
征
戎
非
吾
事
承
久

三
年
に
お
け
る
定
家
の
古
典
書
写
l
」
(
「
日
本
古
典
文
学
会
々
報
」

川
昭
印
・
ロ
、
『
藤
原
定
家
と
そ
の
時
代
」
平
6
刊
所
収
)
が
あ
る
。

(
日
)

こ
の
真
観
奥
書
を
有
す
る
拾
遺
集
も
比
較
的
珍
し
く
、
片
桐
洋

時
本

ur九
輔
」
(
昭
代
目
刊
)

学
図
書
館
蔵
二
条
為
明
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

に
は
日
本
大

氏
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究

(
日
)

柱
に
「
威
徳
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
和
歌
威
徳
物
語
」
(
元
禄
二
年

刊
、
古
典
文
庫
第
別
冊
〈
昭
日
刊
〉
に
影
印
)
と
関
係
深
く
、
そ
の

異
本
で
あ
る
。
互
い
に
項
目
に
出
入
り
が
あ
る
他
、
行
文
に
も
大
異

が
あ
り
、

一
種
再
話
に
近
い
。
抄
出
で
は
な
く
、
分
量
的
に
は
『
和

歌
奇
妙
談
』

の
方
が
む
し
ろ
増
加
す
る
感
が
あ
る
。

(
未
完
)

〔
付
記
〕

前
稿
に
引
続
き
、
御
所
蔵
の
図
書
の
閲
覧
・
複
写
を
許
可
さ
れ
た
諸
文

庫
・
機
関
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

今
回
も
紙
幅
の
都
合
等
で
本
文
に
及
び
え
な
か
っ
た
。
続
稿
を
予
定
し

て
い
る
。
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